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＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ． 運搬車両用燃料使用量削減と電力使用量削減による省エネルギー及び

二酸化炭素排出量の削減推進

２ ． 作業用車両の洗車水量削減及び事務所での水の適正使用

３ ． 廃棄物の減量化と分別によるリサイクルの推進

４ ． 化学物質の把握と適正管理

５ ． 環境関連法規制の遵守

６ ． 環境配慮サービスの実践、グリーン購入の推進

７ ． 地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

　エコアクション21に基づく環境経営システムに取り組み、環境関連の法令、条例等の規則事項を遵守
するとともに、地域・業界・顧客の環境関連要求事項に配慮しつつ、環境活動の実施と継続的改善を
図る。
　また、環境保全活動や地域清掃などの環境活動について計画的に実施し、働きやすい環境整備や
社員教育の向上を図り、収集運搬を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境課題の解決
に向けた活動に自主的・積極的に取り組みます。
　環境目標及び行動計画として下記の重点項目を行動指針として設定し、必要に応じて見直すことに
よって、環境方針に整合した活動を行います。

2020年12月9日

改定日：

環境経営方針

2021年2月9日

制定日：

狭間 眞弓代表取締役社長

私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています
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□組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名
阪南清掃株式会社
代表取締役社長　   狭間 眞弓

（２） 所在地
本　　　社 大阪府富田林市美山台５番1号
駐車場 大阪府富田林市美山台４５１５

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
環境管理責任者 鈴木 光司 TEL：０７２１－２３－６５５８
環境管理担当者 長崎 英行 FAX：０７２１－２３－３００３

〃〃 北岡 学 E-Mail：hannan.eco21@gmail.com
〃〃 狭間 美智枝 〃〃
〃〃 木下 幸二 〃〃

（４） 事業内容
一般廃棄物収集運搬、産業廃棄物収集運搬、浄化槽清掃
　(産業廃棄物収集運搬は積替え保管無し）

（５） 事業の規模
法人設立
資本金 万円

売上高 万円

名

t t t
ｔ ｔ ｔ
ｔ ｔ ｔ

車両台数

４ｔ車 台
３ｔ車 台 パッカー7台
２ｔ車 台
大型車 台
軽車両 台

合計 台

主要設備
備考

台
基
基
基
基

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 阪南清掃株式会社
対象事業所： 本社（全組織・全活動）、
対象外： なし
活動： 一般廃棄物収集運搬、産業廃棄物収集運搬、浄化槽清掃

□事業の紹介

数

3,210
5,492

31,122
3,560
5,620

種類

平成9年12月1日

車両洗車場

受託した産業廃棄物の処理量

駐車場：2,000㎡
本社：4,200㎡

事務所：200㎡

20,876

備　　考台数

屎尿 3,168

1,000

110782

本社 敷地
従業員　　　　　 68

2021年

収集運搬量（産業廃棄物） 3,680

2019年

車種

延べ床面積　　　

1

7

軽トラ４台　軽バン2台
45

バキューム１台
19

2022年9月30日

パッカー8台　バキューム4台

パッカー8台　バキューム8台　ダンプ３台

高圧洗浄機
軽油スタンド
汚泥貯留タンク 1

12

1

                       一般廃棄物収集運搬、産業廃棄物収集運搬、浄化槽清掃

雨水貯水タンク

2020年

120 ㎥
1 7 ㎥

10,000 KL

収集運搬量（一般廃棄物） 31,077

6

名称
2 高圧水
2 2.2 KW
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

長崎 英行（ゴミ）
北岡 学（ゴミ）

奥永　智也（ゴミ）

木下　幸二（ゴミ）

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境経営目標・計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理、
・環境関連法規等の取りまとめ票を承認
・環境経営目標・計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境経営目標・計画書原案のの作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

各担当者 ・自部門における環境経営システムの実施
・自部門における環境方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成
　テスト、訓練を実施、、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

営業 収集運搬 し尿

専務 鈴木 光司

EA21事務局 長崎英行
EA21推進委員会（兼務）

2022年9月30日

環境管理責任者

代表者

社長 狭間 眞弓

事務

（環境管理責任者兼務）
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□許可の内容

　　一般廃棄物収集運搬業許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

□廃棄物処理フロー

一般廃棄物
　　収集運搬

産業廃棄物
　　収集運搬

行政引渡し

行政引き渡し

許可有効年月日

令和10年3月19日

浄化槽清掃業許可

浄化槽清掃業許可

計量

廃棄物の種類

令和4年4月1日

令和4年4月1日

第307号

許可番号 許可年月日 有効年月日

令和4年4月1日

令和5年3月31日

令和5年3月31日令和3年4月1日

第306号

第5号

令和3年4月1日

藤井寺市
藤井寺市 第7号

浄化槽清掃業許可
羽曳野市
羽曳野市

羽曳野市

許可区分名称

令和5年3月31日

第315号
令和3年4月1日

令和7年1月31日

令和6年3月31日

第2号

事業系ゴミ

事業系の一般廃棄物

生し尿・浄化槽汚泥

令和6年3月31日 浄化槽清掃業許可

生し尿・浄化槽汚泥

令和4年4月1日第10号藤井寺市
令和6年3月31日富田林市

積
替
保
管

浄化槽、汚泥、ディスポーザ排水処理第A-28号 令和5年2月1日堺市

令和6年3月31日

期限なし平成7年4月1日

計量

大阪府

許可番号 許可年月日許可区域

2700053023 令和5年3月20日

堺市 第2167

許可区域

5 



□主な環境負荷の実績

単位

kg-CO2

㎏

㎏

㎏

㎥

※電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh

□環境経営目標及びその実績

〇

原単位評価 〇
〇

〇

〇

〇

数値目標：○達成　×未達成
活動：○まあまあできた　×全くできなかった

関西電力<A0272>
2017年度実績 調整後排出ガス係
数

0.261

98%

551,690

2017年

二酸化炭素総排出量

0.272 0.267

　　　　　　　　  　　　　　　　　年　度
　　項　目

電力による二酸化炭素削減 kg-CO2

基準年度比

　一般廃棄物排出量

93%

kg-CO2

kg 164

85%

3,419
0.226

2017年 98%

4,015

2017年

251

98%

270

水使用量
0.418

㎥ 2,322

一般廃棄物の削減

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 562,949

基準年度比

都市ガスによる二酸化炭素削
減

516,014自動車燃料による二酸化炭
素削減

531,973kg-CO2

　産業廃棄物排出量 303 0 0

2,322 2,536 2,278

廃棄物排出量 573 166 164

項　目 2017年

水道水の削減

環境に配慮した収集運搬

行動目標（次項による）

2,2992,2782,299

95%

2,276

基準年度比

93% 61%2017年

kg-CO2/万円

510,694

99%98%99%

93% 90%

96%
540,122

251 243

97%

96% 95%

0.258

2022年 2023年

538,654 545,751

96%

3,935

521,333 510,245

0.418

26,961

2017年

（目標）

25,88326,422 24,991

（基準年)

2021年

546,423579,925528,481

270 166 164

2020年

2017年 98%基準年度比

3,815

基準年度比

25,613

基準値 実績値

3,855

96%

（目標）

0.418

（目標）

2021年

（実績）

評
価
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□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

2017年

2021年

都市ガスによる二酸化炭素削減

2017年

2021年

164
170 59141 99 7787 116

数値目標

・温水温度の適正化

155
9月

211
11月

229

12月

69

7,105

1月 6月5月10月

2,3315,489 5,304 3,722
4,208

4月

○

253
202

1月 6月
119 93164

5月

2月
6,263
5,730

4,776
11月

1,820 6,0005,047 7,214
4,366

・不要照明の消灯

4月

154

10月

・季節毎の取組み

59 96

9月

〇

○

達成状況

12月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

7月
6,356

225 52

取組結果とその評価、次年度の取組内容

5,081
4,208

2月

180

3月

8月

数値目標

4,474

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

5,610 6,949

電気を消すなど効率良く実施できた。
スイッチにSDGs 7 マーク貼付。
今後も社内エアコンの温度管理を徹底していきます。〇

6,485

達成状況

3月

246

1月～3月、8月はガスの使用量は超えたもののほぼ達成できた。
給湯器付近にSDGs 7 マーク貼付。
引き続き、同様の取り組みを徹底していきます。

7月 8月

○

○

5,013 5,287
4,943

0

2,000

4,000

6,000

8,000

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

電力（kWh） 2017年 2021年

0

100

200

300

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

都市ガス（㎥） 2017年 2021年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

2017年

2021年

2017年

2021年

ガソリン

8月
15,135

11月 12月

19,105

取組結果とその評価、次年度の取組内容

777 712
5月

866
7月

6月4月 7月2月 3月

658
743

○

708 757 837

○

764

達成状況

10月

15,163 15,114 15,147

820
8月

○

834

19,102 11,403 19,026 15,339

640

15,348
16,195

706

20,145

698 614 816
896 1,000

620

2月 3月 4月 6月

社会情勢の燃料高騰により、目標を達成できませんでした。
燃料スタンドにSDGs　13　マーク貼付
今後は社員一同ルート変更の見直しを図ろうと考えます。

1月

16,20916,168

746

5月
18,110

15,155 15,15215,240 15,144
17,104

15,149

9月 10月 11月
19,121

軽油

15,517 13,199
12月

651765

1月9月
984

・効率的なルートで配送

数値目標 ○

・アイドリングストップ

・エリア別営業活動の見直し

704

0

200

400

600

800

1,000

1,200

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

ガソリン（L) 2017年 2021年

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

軽油（L) 2017年 2021年
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一般廃棄物の削減

2017年

2021年

受託廃棄物のリサイクル率の向上

コピー機にSDGs　11　マーク貼付
今後もデータの電子化を推進していきます。

車両トラブルなしに稼働できた。
アイドリングストップを実施し、ルートの
見直しで効率がアップした。
処理場でバッカーの清掃実施
車両にSDGs 12 マーク貼付。
今後は月１回の車両室内清掃も取り入れる。

3月

131112

7月

24 21

15

2519 24

12 15

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

○

17

〇

○

12月 1月

14

20

・エコドライブの推進（燃料使用量は別項目で実
施）

・車両の清掃

・収集運搬ルートの効率化

・分別の徹底

数値目標

・作業開始前の車両点検

11月

16

・コピーの裏紙利用

9月 10月

15

27 23 2225

○

22

○

2月 8月

24

6月4月 5月

13

〇

達成状況

〇

取組結果とその評価、次年度の取組内容

〇

11

〇

数値目標

・積み残しの削減

0

5

10

15

20

25

30

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

一般廃棄物（kg） 2017年 2021年
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水道水の使用量削減

取組紹介欄

2017年

2021年

グリーン購入の推進

環境に配慮した収集運搬

課題を解決しチャンスを活かす取組

5月 8月

217
205 191 191

6月
189 189 175

7月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

203

○

114

達成状況

228 228

・節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○
・洗車時の節水 △

1月
205
203

9月 10月
195

11月 12月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
事務所扉にSDGs 12 マーク貼付。
引き続きエコマーク付き事務用品の購入に努めます。

車両トラブルなしに稼働できた。
アイドリングストップを実施し、ルートの
見直しで効率がアップした。
処理場でバッカーの清掃実施
車両にSDGs 12 マーク貼付。
今後は月１回の車両室内清掃も取り入れる。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

・エコドライブの推進（燃料使用量は別項目で実 ○

エコマーク付き事務用品の選択的使用

達成状況

・作業開始前の車両点検 ○

114

○

206 206 195

○

2月 3月 4月

217
175

目標を達成できました。
トイレにSDGs 6 マーク貼付。
衛生環境、悪臭を防ぐため、目標値を訂正しました。
洗車回数が増えましたが引き続き節水に心がけていきます。

・収集運搬ルートの効率化 ○
・車両の清掃

190 190 187 187

数値目標

取組結果とその評価、次年度の取組内容
・働き方改革 ○ ノー残業で効率よく就業できた。

事務所にSDGs 3 マーク貼付。・環境方針・目標・活動計画の周知 ○

達成状況

0

100

200

300

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34

水道水（㎥） 2017年 2021年
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

大阪府条例（流入車規制）

□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 車両火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

■参加者：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

なお、違反、訴訟等について、過去３年間ありませんでした。今期は外部からの苦情、要望等はありませんでした。
2022年8月31日

木下　幸二　他39名

緊急時における対応を再確認できました。

2021年9月8日 会社(事務所)  駐車場

・通報訓練、消火訓練、避難訓練

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守しています。

業務用空調機

浄化槽汚泥の処理

収集運搬車

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

産業廃棄物、収集運搬業の許可、廃棄物の適正処理、マニュフェスト遵守

40名

排水基準の遵守
浄化槽法
水質汚濁法

消防法（危険物）

顧客要求事項

車両の大きさ・重量、乗車の保安基準

下水道法

環境経営の継続推進

廃棄物処理法

廃棄物処理法

洗浄設備

危険物の保管、消防点検

事前ミーティングで緊急時対応マニュアルにより 教育講習及び改善点を周知していたことからスムーズに対応でき
た

収集運搬業、中間処理業、産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等）

道路運送車両法
道路交通法 車両の大きさ・重量、通行制限

適用される法規制

フロン排出抑制法
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□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり 課題とチャンス見直し
環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり 実績を踏まえて見直す

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり 同上

□これまでの環境活動の紹介

□編集後記

エコアクションの活動を通じて、各社員の通常業務と緊急時対応マニュアルに対する意識の改革がなされました。引き続き
教育訓練など、意識の向上を図りたいと考えております。

今年度は粗大ゴミの収集中のボヤ報告もあり、事前ミーティングのおかげでことなきをえました。

引き続きカーボンニュートラルやSDGｓへの取組が社会的課題となっていることを踏まえエコアクション21を活用して、
これらの課題解決に向けて、全社挙げて推進していく。

（水道水の目標値の変更）

2022年10月3日
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